
①営業利益大幅増（日立）
日立Astemo再編の影響で、全体の売
上高は減少しましたが、基本セクター部

門が好調で、営業利益は前期比５０％増

となりました。欧州鉄道のタレス社の買

収や、家庭用エアコンの製造を独のボッ

シュ社に売却などが発表されています。

②増収増益（東芝）
半導体関連を除く事業が好調に推移し

ていることから、前期比で増収（６．４

％）増益（２５％）となりました。キオ

クシアの業績回復によって、純利益も大

幅増（６７３億円）となりました。

③前期比で大幅利益増（ＮＥＣ）
日本航空電子の非連結化もありました

が、ITサービスと社会インフラ部門で増収増益

となっています。下期偏重の為、前期の１Ｑで

は赤字でしたが、今期は営業利益を確保してい

ます。

④大幅に増収増益（富士通）
前期の１Ｑでは赤字でしたが、今期は２１４

億円と大幅な営業利益となっています。主力の

サービスソリューションが好調で、売上高も３．

８％増となりました。

⑤売上高が過去最高に（三菱）
円安の影響やインフラ増もあり、売上高が過

去最高を更新しました。営業利益は、ＦＡシス

テムの規模減や調達コストの影響もあり、前年

並みの水準となりました。

⑥売上高増だが営業利益減（パナソニック）
売上高増には為替の影響（１２９７億円増）

が大きいです。オートモティブ・インダストリー

部門で増益となりましたが、くらし事業・コネ

クト・エナジーでの減益もあり、全体としては

減益となりました。

⑦営業赤字幅減少（シャープ）
ディスプレイ部門の営業赤字（△１７１億円）

を他部門でカバーし、営業赤字は減少していま

す。通期では、営業利益１００億円、最収益５

０億円と予想しています。

⑧大幅な増収増益（沖電気）
前期比で＋１６１億円の売上高と＋３９億円

の営業利益となっています。新札更新に伴うＡ

ＴＭ関連のエンタープライズソリューションの

高業績に支えられています。

⑨営業利益３３％ダウン（ルネサス）
営業利益は前期比ダウンとなりましたが、営

業利益率は２

０．８％と高

い水準です。

自動車向け事

業は増収増益

ですが、社会・

インフラ・Ｉ

ｏｔ向け事業

が減収減益と

なっています。
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